




ターンは個体差が大きく、また水温や溶存酸素量といった海
洋環境要因の影響を受けることも報告されている。本資源は
熱帯～温帯の外洋域で浅縄を用いてまぐろ類を狙うはえ縄に
よって最も多く漁獲されている一方で、外洋域で夜縄を用い
てメカジキを漁獲したり、深縄を用いてメバチを漁獲するは
え縄によってもまとまった量が漁獲されている。

本資源は様々な魚類及び頭足類を捕食するが、サバ科魚類
を好んで食べることが知られている。

資源状態

資 源 評 価 は 2018 年 6 月 に ICCAT の 科 学 委 員 会（SCRS）に
よって実施された（ICCAT 2018a）。資源評価には、プロダク
ションモデルの JABBA（Just Another Bayesian Biomass Asse
ssment）と ASPIC（A Stock-Production Model Incorporating 
Covariates）及び統合モデルの SS3（Stock Synthesis 3）が用い
られ、最終的に JABBA と SS3 の結果が採用された。これらの
資源評価モデルには、データ準備会合で選定された 10 種の
漁業の資源量指数が適用された（図 5）。また、総漁獲量は公
式統計の TASK1（図 1）に未分類のかじき類の漁獲量を考慮し
たものを用いた。2 つの資源評価モデルの結果を合わせると、
53.7％の確率で資源量は乱獲状態であり、漁獲も過剰漁獲状
態であることを示した（図 6）。本項では、資源量指数は 1960
年代から急激に減少していること、50％以上の確率で過剰漁
獲状態であることから、資源水準は低位、資源動向は減少と
した。さらに、SCRS は、JABBA と SS3 の結果をもとに将来予
測も行い、2028 年に 50％以上の確率で資源を MSY レベルに
するための TAC（1,750 トン）を算出した（図 7）。これらの結
果を受け、SCRS は、2011 年の資源評価結果で決定した 2,000
トンの TAC を上回る漁獲が続いたため、資源量は回復しな
かったと結論づけた（ICCAT 2011、2018b）。なお、SCRS は、こ
の結果に対し、本資源の漁獲量と生産性について不確実性が
あることを明記している（ICCAT 2018b）。

管理方策

2018 年に行われた資源評価結果は、現行の TAC を引き下げ
る必要性を勧告したが、これを受け 2019 年の ICCAT 年次会合
では、大西洋のクロカジキ資源に対して、2020 年以降の陸揚
げ限度量を 1,670 トンとすることが合意され、以前と同様に、
放流後の死亡率を最小化するよう取り組むことが勧告された

（ICCAT 2012、2015、2018c、ICCAT 2019b）。なお、日本の割当
量は年間 328.1 トンである。生きて漁獲された個体をできる
だけ放流後の生存率が高くなるように放流することが勧告さ
れた。また、資源解析・評価の実施に当たって問題となった生
存放流及び死亡投棄個体数の各国推定方法の SCRS による検
証、スポーツフィッシングについてはオブザーバーの乗船（カ
バー率 5％）、サイズ規制と売買の禁止が勧告されている。
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図 7. JABBA と SS3 による将来予測結果（ICCAT 2018b）
将来予測は、JABBA と SS3 でそれぞれ行い、結果を合わせた。TAC
を 0 ～ 3,500 トンに固定した時の将来予測結果。結果は B / BMSY で
示してある。予測の開始は 2016 年とし、2017 年及び 2018 年の漁獲
量は 2,036 トンと仮定している。

図 5. データ準備会合において選ばれた 10 種の漁業による資源量
指数（ICCAT 2018b）

図 6. JABBA 及び SS3 による 2016 年の神戸プロット（ICCAT 2018b）
資源状態と管理勧告は JABBA と SS3 の結果によって決定された。
赤丸は SS3 の結果、青丸は JABBA の結果である。
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クロカジキ（大西洋）の資源の現況（要約表）

資 源 水 準 低位

資 源 動 向 減少

世 界 の 漁 獲 量
（最近 5 年間）

1,436 ～ 2,689 トン
最近（2018）年：1,436 トン
平均：2,042 トン（2014 ～ 2018 年）

我 が 国 の 漁 獲 量
（最近 5 年間）

280 ～ 430 トン
最近（2018）年：293 トン
平均：318 トン（2014 ～ 2018 年）

管 理 目 標 MSY：目標値 3,056（2,384 ～ 3,536）
トン

資 源 評 価 の 方 法 JABBA 及び SS3

資 源 の 状 態 現在の資源量は乱獲状態であり、
漁獲も過剰漁獲状態である。

管 理 措 置

・2020 年 以 降 の 陸 揚 げ 限 度 量 を
1,670 トンとする（日本の割当量
は 328.1 トン）

・スポーツフィッシングについて
オブザーバー乗船（5％）、サイズ
規制、漁獲物の売買禁止
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